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東日本大震災以来，地震源が目を覚ましたのか，各地

で地震が起きている。海上はるか沖合いで地震が起きた

場合，地震の揺れは小さくとも，襲来する大津波によっ

て，大きな被害をもたらす危険があるという。「地震＝

災害」とは限らないが，対策がないところで地震が起き

ると災害が発生する。発生したら，あわてず騒がず，素

早い対応である。災害心理学の専門家によれば，地震や

火事に巻き込まれても，多くの人々はパニックにならな

いらしい。ただ，情報が間違っていたり，遅れることで，

人々の判断に誤りを生じさせ，パニックになるという。

正しい情報を早く得られるよう備えておこう。(杉之尾)

震災以降，3.11という日付には特別な意味が宿りま

した。保健師はいまもこれからも大きな健康課題に直面

することでしょう。そのときに本誌が少しでも役に立つ

ようであれば，と願わずにいられません。 一方，震災

の傍らで忘れられてしまいそうなことも少なくありませ

ん。本号で取り上げた口蹄疫をはじめ，国内では台風被

害や火山の噴火，海外では東スーダンでの大干ばつな

ど，目を向けなければならない問題が山積しています。

佐甲隆先生による連載「のびのび保健師活動ストレッ

チ」が今号で最終回となりました。保健師のみなさまが

のびのびと活動に従事できますよう。 (小路)
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